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1. 2022年9月期第1四半期の業績（2021年10月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第1四半期 1,688 △10.7 1 △99.3 4 △98.3 △0 ―

2021年9月期第1四半期 1,890 15.2 283 △4.6 277 △5.4 189 △5.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第1四半期 △0.12 ―

2021年9月期第1四半期 28.21 27.25

（注）当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり純損失であるため、記載しており
ません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年9月期第1四半期 2,938 2,063 66.2

2021年9月期 3,020 2,049 64.4

（参考）自己資本 2022年9月期第1四半期 1,946百万円 2021年9月期 1,946百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年9月期 ―

2022年9月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 9月期の業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,592 △1.5 △16 ― △16 ― △20 ― △3.00

通期 8,000 6.6 300 4.4 300 3.2 190 3.0 28.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期1Q 6,737,000 株 2021年9月期 6,734,600 株

② 期末自己株式数 2022年9月期1Q 299 株 2021年9月期 299 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期1Q 6,735,240 株 2021年9月期1Q 6,712,519 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社が属する電子書籍市場規模は、インプレス総合研究所「電子書籍ビジネス調査報告書2021」によると、2020

年度の電子書籍市場（電子書籍＋電子雑誌）規模は4,821億円と推計され、2019年度の3,750億円から1,071億円

（28.6％）増加し、2025年度には2020年度の約1.4倍の6,747億円程度に拡大すると予測されています。また、2020

年度のマンガアプリ広告収益市場規模は、前年から50億円増加の260億円となり、2021年度には280億円に拡大する

と予測されており、アプリでマンガを楽しむユーザーは、引き続き増加傾向にあります。

一方で、電子書籍のビジネスモデルの多様化や成熟によって電子書籍市場が徐々に飽和していくことも想定され

ます。また、引き続き厳しい競争環境と新型コロナウイルスの感染状況の改善に伴うユーザー行動の変化、海賊版

サイトの利用者拡大等が、アクティブユーザー数の伸び悩みや１人当たり課金売上の低下をもたらしている大きな

要因であると推察しております。

このような市場、経営環境の中で、当社は「マンガBANG!」の主力コーナーであるフリーミアムモデル（注）のコ

ーナーにおいて、配信される作品の差別化を図るために、オリジナル作品の創出や出版社との信頼関係を深化させ、

先行配信や人気作品の配信数の増加に努めてきました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,688,380千円（前年同四半期比10.7％減）となりました。利益面

については、計画通り積極的な広告宣伝等の先行投資により、営業利益は1,873千円（前年同四半期比99.3％減）、

経常利益は4,810千円（前年同四半期比98.3％減）、四半期純損失は803千円（前年同四半期は四半期純利益189,369

千円）となりました。

なお、当社はマンガアプリ事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載はしておりません。

（注）フリーミアムモデル：基本的なサービスはすべて無料で提供し、一部の機能を有料で提供するビジネスモデル。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期会計期間末における総資産は2,938,834千円となり、前事業年度末に比べ81,346千円減少いたしまし

た。これは主に、敷金及び保証金が61,783千円、投資有価証券が49,999千円増加した一方、現金及び預金が186,287

千円減少したことによるものであります。

(負債)

当第１四半期会計期間末における負債合計は875,793千円となり、前事業年度末に比べ94,687千円減少いたしまし

た。これは主に、未払金が110,613千円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第１四半期会計期間末における純資産は2,063,041千円となり、前事業年度末に比べ13,340千円増加いたしまし

た。これは主に、新株予約権が13,064千円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点の業績予想につきましては、2021年11月11日に公表した通期業績予想から変更はありません。

なお、当該業績予想につきましては、公表時点において、新型コロナウイルス感染症による経済への影響を含む

入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。

今後、業績予想に変更があった場合は速やかに公表いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年９月30日)

当第１四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,899,544 1,713,257

売掛金 749,681 733,319

コンテンツ 7,193 6,024

未収還付法人税等 82,306 82,451

その他 78,261 87,594

流動資産合計 2,816,987 2,622,647

固定資産

有形固定資産 7,036 5,962

投資その他の資産

敷金及び保証金 107,369 169,152

投資有価証券 - 49,999

その他 88,788 91,072

投資その他の資産合計 196,157 310,224

固定資産合計 203,193 316,186

資産合計 3,020,181 2,938,834

負債の部

流動負債

買掛金 333,636 336,056

未払金 462,035 351,421

未払法人税等 - 10,151

引当金 1,650 575

その他 173,158 177,588

流動負債合計 970,480 875,793

負債合計 970,480 875,793

純資産の部

株主資本

資本金 361,504 362,044

資本剰余金 357,790 358,330

利益剰余金 1,227,534 1,226,731

自己株式 △393 △393

株主資本合計 1,946,436 1,946,713

新株予約権 103,264 116,328

純資産合計 2,049,700 2,063,041

負債純資産合計 3,020,181 2,938,834
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2020年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 1,890,507 1,688,380

売上原価 1,176,864 1,089,102

売上総利益 713,643 599,277

販売費及び一般管理費 430,497 597,404

営業利益 283,145 1,873

営業外収益

為替差益 - 2,967

営業外収益合計 - 2,967

営業外費用

支払利息 10 -

為替差損 5,710 -

株式交付費 30 30

営業外費用合計 5,750 30

経常利益 277,394 4,810

税引前四半期純利益 277,394 4,810

法人税等 88,025 5,613

四半期純利益又は四半期純損失(△) 189,369 △803
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金期首残高へ与える影響はありません。

また、収益認識会計基準等の適用による四半期財務諸表に与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第１四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、時価算定会計基準の適用による四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

当社は、マンガアプリ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期累計期間（自 2021年10月１日 至 2021年12月31日）

(単位：千円）

報告セグメント

マンガアプリ事業

ユーザー向け 1,153,840

法人向け 534,539

顧客との契約から生じる収益 1,688,380

その他の収益 -

外部顧客への売上高 1,688,380

　


